
触

に

つ

い

て

三
和
生
触

・
成
触
論
を
中
心
と
し
て

小

川

宏

心
所

の

一
と
し
て
触
を
実
有
と
す
る
か
否

か
に
関

し

て
概
観
す

れ

ば
、
そ

の
実
有
を
強
く
主
張
す
る
部
派
は
説

一
切
有
部
で
あ
り
、
根
境

識

の
三
和
す
る
処
に
別
に
触
が
生
じ
実
有
と
す
る
。
触
の
実
有
を
主
張

す
る
点

で
は
唯
識
大
乗
も
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
る

こ
れ
に
対
し
、
根

境
識

の
三
和
が
即
ち
触
を
成
ず
る
の
で
あ
り
、
触
は
仮
有
で
あ
る
と
す

る
の
は
、
経
部
で
あ
る
。
こ
の
部
派
に
近
い
成
実
論
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
倶
舎
論
や
成
唯
識
論
の
諸
註
釈
書
に
よ
れ
ば
様

々
な
解
釈
や
意

見
が
存

し
、

一
概
に
三
和
生
触
論
は
有
部
で
あ
り
、
三
和
成
触
論
は
経

部

で
あ

る
と
決
め
る
事
は
困
難
で
あ
る

ま
た
触
に
関
し
て
世
親
が
い

か
な
る
考
え
を
有
し
て
い
た
か
も
倶
舎
論
文
上
で
は
明
白
で
あ
る
と
は

言

い
難

い
。
よ
つ
て
特
に
8
触
に
関
す
る
世
親
の
真
意
、
口
三
和
生
触

論
と
三
和
成
触
論
の
二
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
次

第
で
あ

る
。
倶
舎
論
10

(世
品
三
之
三
)
で
は
触

に
つ
い
て
次

の
如
く

ハ

ア
リ

シ
テ

ス

述
べ
て
い
る
。
頒
文
で
は

「触
六

三
和

生
」
と
し
、
長
行
の
初
頭
に

ニ

リ

ル

テ
リ

レ

ソ

ノ

ナ
リ

ク

ト

「
触
有

二六
種
一所
謂
眼
触
乃
至
意
触
、
此
復
是
何
、

三
和
所
生
、
謂
根

ト

ト

ス
ル
カ

ほ

リ

ス
ル
コ
ト

境
識
三
和
合

故
有
二
別
触
生
こ

と
し
て
、
有
部
の
本
宗
義
に
従

い
三

ノ

ス
ル

ハ

ス

ノ

和
生
触
論
を
提
示
し
て
い
る

次
で

「
五
触
生

可
三
二
和
合
噴

意
触

ハ

ハ

ハ

ハ

ハ

ナ
リ

セ
ソ

三
和
合
意
根
過
去
、
法
或
未
来
、
意
識
現
在

如
何
和
合
」

と

の
五
触

以
外
に
六
触
三
和
合

へ
の
疑
問
に
対
し
、
意
触
も

因
果
義
と
 口
同

一

果
の
故
に
和
合
と
名
く
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ

は
婆
沙
論
柳

(大
正
27

1
9
8
4
上
)
の
和
合

に
二
種
あ
り
と
し
、

倶
起

し
て
相
離
れ
ざ

る
も
の

と
口
同
じ
く

一
事
を
弁
ず
る
も
の
と
の
二
を
あ
げ
る
が
、
こ
れ
は

「意

識
相
応
の
触
は

一
事
を
弁
ず
る
も
の
の
故
に
名
け
て
和
合
と
な
す
」

の

説
を
受
け
て
、
そ
れ
を
二
つ
に
開

い
た
も
の
で
、
妙
音

の
説
と
も
同

一

テ

ニ

ナ
リ

で
あ
る

次
で
倶
舎
論
は

「
諸
師
於
レ
此
覚
慧
」
と
し
て
次
の
二
説
を

ル
カ

ク

ヲ

チ

テ

ス

ト

挙
げ
て
い
る
。

「
有

説
三
和
即
名
為
レ
触
」

と
し
て
三
和
成
触
論
を

ク

ニ

カ

キ

ノ

ス
ル
ヲ

テ

テ

ス

ト

述
べ
教
証
と
し
て
「如
二契
経
言
一如
レ是
三
法
聚
集
和
合

説
名
為
レ触
」

を
引
く
が

こ
れ
は
雑
阿
含
3

(大
正
2
-
18
上
)
の
文

と
さ
れ
る

ロ

ル
カ

ク

ト

シ
テ

シ
テ

ヲ

ス
ル

テ

テ

ス

ト

「有

説
別
法
与
レ
心
相
応

三
和

所
レ
生

説
名
為
レ
触
」
と
し
て
三
和
生

ニ

ク

ン
カ

ナ
ル

ニ

ニ

触
論
を
述
べ
教
証
と
し
て

「
経
言
云
何

六
六
法
門

一
六
内
処
二
六
外

触

に

つ
い
て

(
小

川
)
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触

に

つ
い
て

(
小

川
)

ニ

ニ

ニ

ニ

ノ

ノ

ニ

ノ

ニ

ニ

処
三
六
識
身
四
六
触
身
五
六
受
身
六
六
愛
身
此
契
経
中
根
境
識
外
別

ク

ヲ

ニ

ハ

ニ

リ

説
二
六
触

一故
触
別
有
。
L
を
引
く
が
こ
の
契
経

の
文
は
雑

阿
含
13

(大

正
2
-
86
下
)
の
文
と
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
雑
阿
含
13
の
六
六
経
を
教

証
と
な

し
て
六
触
身
を
説
く
故
に
触
は
実
有
な
り
と
す
る
の
は
順
正
理

論
10
の
古
昔
師
の
六
説
即
ち
8
果
口
雑
染
日
離
染
四
各
別
国
断
際
因
差

別

の
中

の
第
四
、
各
別
説
の
義
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
で
六
六
経
の
解
釈
を
め
ぐ
つ
て
問
答
が
あ
り
三
和
成
触
論
か
ら
の
論

証
は
順

正
理
論
の
有
余
説
と
同

一
で
あ
る

し
か
し
倶
舎
論
は
成
触
論

ク

ノ

シ
テ

ニ

ヒ

セ
ハ

ナ
ル
カ

ニ

シ

有
利
と
思

え
る
論
争
を

「
如
レ是
展
転

更
相
難
釈

言
論
繁
多

故
応
ニ

ク

ム

ル
ニ

ノ

ク

リ
ト

ノ

且
止
一」

と
打
切
つ
て

「然

対
法
者
説
有
二別
触

こ

と
し
て
有
部
に
結

帰
し
て
別
触
論
に
立
ち
帰
つ
て
い
る
。
で
は
世
親
の
真
意
は
触
を
ど
う

考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
世
親
は
倶
舎
論
10
で
は
そ
の
真
意
を
明

白
に
し

て
い
な
い
が
、
問
答
往
復
の
消
極
的
な
点
や
雑
阿
含
13
に
明
ら

か
に
三
和
生
触
論
を
示
す
教
証
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
六
経
を
引

く
点
な
ど
に
有
部
説
に
加
担
せ
ぬ
心
が
汲
取
れ
る
。
ま
た
更
に
倶
舎
論

ス
ラ
ク

ク

ノ

ノ

ハ

ノ

ノ

ニ

シ
テ
シ
テ
リ

4

(根
品
ー
二
之
二
)
に
「
伝
説
如
レ是
所
列
十
法
諸
心
刹
那
和
合
遍
有
。
」

と
し
て
触

を
含
む
十
大
地
法
の
実
有
に
関
し
て
伝
説

(囚
一一鋤
)
の
言
を

ノ

フ

ニ

ズ

ズ
ル

ニ

附
し
て
い
る
。
こ
れ
は
光
記
4
に

「論
主
意
朋
二経
部
叫
非
レ
信
三
十
法

ル
ヲ

皆
有
一一別
体
こ

と
あ
り
、
ま
た
称
友
の
倶
舎
論
疏
に

「
伝
説

の
語
は
他
宗

を
顕
す
為

で
あ
る
。
」
と
あ
る
如
く
、
十
大
地
法
の
実
有
を
認
め

ぬ
事

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
倶
舎
論
28

(定
品
八
之

一
)
に
は

ハ

チ

ノ

ニ

ニ
シ
テ

ル

ヲ

経
部

の
証

に
よ
つ
て
「
心
所
即
心
分
位
殊

得
レ
名
」
と
し
又
、
倶
舎
論
10

ハ

ノ

ハ

ズ

ラ
ズ

ス
ル
ニ

ニ

(世
品
三
之
三
)に
も
経
部
説
と
し
て
「或
大
地
法
義
非
三要

遍
二
諸
心
こ

と
も
し
て
い
る
点
か
ら
経
部
説
に
左
祖
し
て
、
十
大
地
法
の

一
と
し
て

触
の
体
の
実
有
を
認
め
て
い
な
か
つ
た
の
が
世
親
の
真
意

と
見
て
よ
か

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
次
に
三
和
生
触
論
と
三
和
成
触
論

の
部
派
の
問
題

に
移
る
前
に
触
思
想
の
歴
史
的
考
察
を
し
て
お
き
た
い
。
根
境
識
の
三

和
と
触
に
つ
い
て
阿
含
経
で
は
前
述
の
如
く
雑
含
3

(
大
正
2
-
18
上
)

に

「縁
二眼
及
色
一眼
識
生
。
三
事
和
合
生
レ
触
。
」
と
あ
り
同
13

(大
正
2

ト

ニ

リ

ス

ヲ

シ
テ

ア
リ

ー
88
上
)
に

「
眼
識
縁
生
二
眼
識
幻
三
事
和
合

触
。
」
の
二
つ
の
文
が
見

ら
れ
る

前
の
文
は
三
和
生
触
論
の
教
証
と
な
り
後
の
文
は
三
和
成
触

論
の
教
証
と
さ
れ
阿
含

の
中
に
概
に
両
論
の
思
想
的
繭
芽
を
見
出
し
得

る
。
六
足
論
の
初
期
阿
毘
達
磨
論
書

で
は
集
異
足
論
15

(大
正
26
-
4
2
9

ノ

ヲ

シ
テ

ト

ズ

ノ

ヲ

ノ

ニ

ア
リ

上
)
に
は

「眼
及
諸
色
為
レ縁
生
二眼
識
田
三
和
合
故
触
。
」
と
あ
り
法
羅

足
論
12

(大
正
26
1
-
5
0
9

上
)
識
身
足
論
3

(大
正
26
-
5
4
5
中
)
界
身
足
論
上

(大
正
26
1
-
6
1
5

下
)
品
類
足
論
3

(大
正
26
1
-
7
0
1

上
)
に
も
同
様
の
文
が
見

ら
れ
い
ず
れ
も
根
境
識
の
三
和
合
と
触
を
説
く
が
三
和
生
触
か
成
触
か

の
議
論
は
未
だ
見
当
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
発
智
論
20

(大
正
26
1
-
1
0
2
6

中
)

ノ

ノ

ノ

ハ

ナ
リ
ヤ

フ

ノ

ノ

ノ

ハ

に
な
る
と

「
諸
意
触
彼

一
切
三
和
合
触
。
答
、

諸
意
触
彼

一
切
三
和
合

テ
リ

触
。
」
と
の
問
答
を
あ
げ

て
い
る
。
発
智
論
の
旧
訳
と
さ
れ

る
八
健

度

論
30

(大
正
26
-
9
1
1
中
)
に
も
訳
語
は
異
な
る
が
同
内
容
の
文
が
あ
る
。

よ
つ
て
発
智
論
当
時
す
で
に
三
和
と
触
と
の
関
係
を
め
ぐ

つ
て
論
争
の

生
じ
て
い
た
事
が
察
知
さ
れ
る
。
そ
の
広
釈
書
た
る
婆
沙
論
柳

(大
正

フ

ガ

ニ

ル
ヤ

ヲ

フ

ス
ル
ガ

27
1
-
9
8
3

下
)
で
は
発
智
論
文
を
解
説
し
て

「
問
何
故
作
二此
論
弔
答
欲
下
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メ

ヲ

ソ
ト

ガ

ヲ

テ
リ

ハ

チ

テ
リ

止
他
宗
一顕
中
己
義
上
故
。
L
と
し
そ

の
他
宗

と
し
て

「
心
所

則
心
」
と

ハ

チ

ナ
リ

す
る
派
と

「
触
則
根
境
識
」
と
す
る
派
と
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の

両
派
が
い
か
な
る
派
か
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
婆
沙
論
即

(大
正
27

バ

ク

ハ

ズ

ニ

ー
魏
上
)
で
は
十
六
触
論
に
お
い
て

「響
喩
者
説
触
非
二実
有
一
(中
略
)

レ
テ

ト

ト

ヲ

ニ

ノ

ノ

ハ

ラ

離
二眼
色
眼
識
一外
実
触
体
不
レ
可
レ
得
。
」
と
の
説
と

一
致
す

る
の

で
響

喩
者
の
説

と
考
え
得
る
。
な
お
成
唯
識
論
述
記
2
本

(大
正
43
1
脳
上
)

に
は
経
部

の
先
駈
と
し
て
い
る
。

こ
れ
で
前
述
の
如
く
発
智
論
当
時
か

ら
生
触

・
成
触
論
争
が
あ
り
婆
沙
論
で
よ
り
詳
細
に
考
究
さ
れ
て
来
た

事
が
判
る
。
次
で
婆
沙
論
綱
要
書
時
代

に
は
雑
心
論
2

(
大
正
28

謝

ト
ハ

テ

ト

ト

ト
ノ

ニ

ズ
ル

ナ
リ

上
)
は

「
触

於
二
依
縁
心

和
合

一生

触
境
界

」
と
し
入
阿
毘
達
磨
論

ト
バ

ク

シ
テ

ズ

ム

ヲ
シ
テ

レ

ニ

上

(大
正
28
1
-
9
8
2

上
)
は

「触

謂
根
境
識
和
合

生
。
令
二
心

触

境

テ

ク

ス
ル
ヲ

ヲ

ス

ト

以
三
能
養

二活

心
所
一為
レ相
。
」
と
し
て
共

に
三
和
生
触
論
に
基

い
て

い
る
。
倶
舎
論
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
が
順

正
理
論

は
10

(大
正
29
1

謝
中
)
に
お
い
て
触
体
実
有
説
に
立
つ
て
経
部

・
上
座
説

へ
の
破
折
は

詳
細
を
極

め
婆
沙
論
に
も
見
ら
れ
ぬ
古
昔
師
の
諸
説
を
も
集
め
て
種

々

な
立
場
か
ら
の
論
及
が
な
さ
れ
て
い
る
事
は
注
目
に
値
す
る

一
方
、

経
部
の
論
書
は
残
さ
れ
て
お
ら
ぬ
の
で
知
り
…難
い
が
経
部
に
近
い
と
さ

れ
る
成
実
論
6

(大
正
32
-
2
8
6
下
)
で
は
三
和
成
触
論
に
立
ち
六
六
経
を

以
つ
て
間
者
に
三
和
生
触
論

の
立
場
か
ら
問
難
さ
せ
る
の
は
倶
舎
論
と

は
逆
の
形
式
で
あ
る
。
倶
舎
論

10
の
両
説
を
世
親
は
い
か
な
る
部
派
の

説
と
も
言
明
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
註
釈
書
た
る
光
記
、
宝
疏
は
共
に

三
和
成
触
論
を
経
部
、
三
和
生
触
論
を
有
部
と
す
る
。
し
か
し
唯
識
学

シ

マ
ク

ノ

ニ
ハ

イ
イ

テ

セ
リ

で
は
成
唯
識
論
4
(大
正
31
-
18
下
)
の

「若
謂

余
時

三
和

有
レ
力
成
レ

ヲ

ル
ヲ
セ
テ

ヲ

ク

ヲ

触
生
レ

触
能
起
二受
等
ご

を
解

し
て
述
記
4
末

(大
正
43
-
初
下
)
に

ハ

ニ

ノ

ニ

リ

ノ

ス
ル
コ
ト

ハ

シ

ノ

ハ

チ

ハ

レ

ト
イ
フ

ニ

「
自
下
第
二
経
部
中
有
二
二
師
救
殉

一
無
二
別
触
殉
即
三
和
是
触

故
。

ハ

ニ

リ

ョ
リ

ニ

ル
カ

ニ

チ

ニ

ホ

リ

レ

ニ
別
有
二触
数
殉
三
和

外
別
有

故
。

即
今
、
経
部
猶
有
二
二
師
↓
彼
皆

ノ

ニ
ハ

リ
テ

キ
カ

ノ

ニ

ク

ス
ト
イ
イ

ヲ

ル
カ

ニ

ク

ス

余
時

三
和
有
レ力
無
二
別
触

一故
能
成
二

於
触
殉
有
二別
触
一故
能
生
二於

ヲ触
こ

と
し
て
三
和
成
触
論
も
三
和
生
触
論
も
共

に
経
部
の
説
と
す
る
。

で
は
光
宝
二
記
と
述
記
の
相
違
は
ど
う
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ

の
問
題
は
初
め
は
倶
舎
学
よ
り
も
唯
識
学

に
お

い
て
研
究
さ
れ
た

倶

舎
論
明
眼
砂
や
倶
舎
論
本
義
抄
に
は
そ
の
論
草
が
見
当
ら
ぬ
が
既
に
成

唯
識
論
同
学
砂
三
之

一
(大
正
66
-
1
9
8
下
)
に
は
叙
経
部
義
の
論
章
が
見

ら
れ
る
。

こ
れ
は
成
唯
識
論
演
秘
が
倶
舎
論
の
両
説
を
も
経
部
の
説
と

し
た
の
を
擁
護
し
て
い
る
。
下
つ
て
は
江
戸
時
代
の
仏
教
学
興
隆
期
の

三
和
生
触

・
成
触
論
の
研
究
を
概
観
す
れ
ば
光
宝
二
記
の
説
に
朋
う
の

は
快
道
の
倶
舎
論
法
義
、
普
寂
の
倶
舎
論
要
解
、
周
海
の
倶
舎
論
決
択

鋤
、
日
南
の
倶
舎
論
講
義
で
あ
る
。
述
記
の
説

を
承
け
て
演
秘
の
説
に

朋
う
も
の
は
湛
慧
の
倶
舎
論
指
要
砂
と
成
唯
識
論
述
記
集
成
編
、
法
住

の
金
毛
倶
舎
論
、
法
海
の
倶
舎
論
講
義
で
あ
る

江
戸
期
仏
教
学
は
湛

慧
の
指
要
紗
と
快
道
の
法
義
と
の
論
争
が
最
も
詳
細
に
か

つ
要
領
を
得

て
い
る
の
で
両
書
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
み

よ
う
。
指
要
砂
10

(
大

正
63
-
8
8
7
上
)
で
は
述
記
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
H
倶
舎
論
に
お
い
て
頽
と
長
行

の
初
め
で
は
有
部
説
に

従

つ
て
三
和
合
の
故
に
別
触
あ
り
と
し
次
に
諸
師
覚
慧
不
同
と
し
て
両

触

に

つ
い
て

(小

川
)
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触
に
つ
い
て

(小

川
)

説
を
述

べ
て
並
び
に
有
説
と
し
て
い
る
の
は
自
宗
の
正
義
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
口
二
説
並
び
に
経
を
引
い
て
宗
を
立
す
る
が
こ
れ
は
経
部

は
経
を
以

て
量
と
な
す
故
で
あ
る
。
国
正
理
29
や
顕
宗
15
に
は
此
の
中

間
の
両
説
を
あ
げ
な
い
、
こ
れ
は
経
部
の
説
で
有
部
の
説
で
な
い
か
ら

ス

セ
リ
ト

で
あ
る

こ
れ
に
対
し
法
義
10

(仏
全
獅
上
)
は
、
「光
宝
為
レ
尽
O
演
秘

ア
リ

ハ

シ

ル

混
同
之
失
。
基
師
或
無
レ
有
レ
過
。
」
と
す
る

そ
の
理
由
は

「於
三
経
部

論
二心
所

一有
二
全
無
一有
二分
無

一分
無
中
有
二
四
異
師
ご

と
し
経
部
説
に

種

々
あ

る
事
を
示
す
順
正
理
論
10

(大
正
29
ー
捌
中
)
に
ょ

つ
て
い
わ
ゆ

ク

リ

シ
ト

ノ

ス

る
経
部

の
五
家
を
あ
ぐ
れ
ば
の
説
三唯
有
レ
心
無
二別
心
所
一口
執
二
三
大

ヲ

バ

ク

リ
ト

ニ

フ

ヲ

バ

ク

リ
ト

ニ

地
法
一ー
受
想
思
日
或
説
レ有
レ
四
-
前
三
加
レ触
四
或
説
レ有
レ十
ー
前
四

フ

ヲ

バ

ク

ヲ

エ

加

二
欲

・
恵

・
念

・
作

意

・
勝

解

・
三

摩

地

一
国

或

説

二
十

四

一
-

前

十

フ

ヲ

加
二貧

・
瞑

痴

・
慢
一と
な
る
。
以
上
の
五
家
の
中
で
第
二
家
を
三
和

成
触
家

と
し
第
三

・
四

・
五
家
を
三
和
生
触
家
と
し
述
記
は
成
唯
識
論

を
こ
の
経
部
中
の
二
説
で
解
し
た
も
の
で
あ

る
と
法
義
は
述

べ
て
い

る
。
故

に
述
記
に
は
過
は
な
い
が
演
秘
三
未

(大
正
43
1
訓
下
)
が
唯
識

の
説
を
倶
舎
の
説
に
ま
で
及
ぼ
し
た
の
は
混

同
之
失
あ
り

と
し

て
い

る

次

に
倶
舎
論
は
経
薩
両
部
と
し
、
指
要
砂
の
8
に
つ
い
て
は

「此

ノ

ク

テ

ニ

ス

ヲ

ニ
カ

ラ
ソ
ヤ

ノ

ニ

シ
テ

ス
ル

論
顛
末
悉
就
二部
別

一鎮
二部
言
殉
何
処

有
二
自
部
之
異
解
中
相
対

称
ニ

ガ

ト

我
部
一耶
ゆ
固
執
之
甚
哉
。
」
と
し
て
同
じ
経
部
中
で
互
い
に
我
部
と
称

ク

ス
ル

ヲ

ニ

え
る
事

は
な
い
と
破
し
、
口
に
対
し
て
は

「
正
理
十
広
破
二
経
部

一中
経

シ
テ

ヲ

ケ
テ

ル

ト

ヲ

ズ

ヲ

ニ

部
証
二
三
法
聚
集
和
合
説
名

為
レ触
経
一成
二無
別
体
殉
次
有
部
以
二六
々

シ
テ

ヲ

ス
ル

ノ

ヲ

ク

ジ

ニ

ダ

ノ

ヲ

経
一証
二
別
体
一遮
二経
部
仮
立
殉
全
同
二今
義
幻
有
人
未
レ見
こ
彼
文
殉
唯

テ

ノ

ヲ

ニ

シ
ト
ス
ル
ハ

ノ

ゾ
ヤ

見
こ当
段
正
顕
殉
彼
無
二

此
両
説
一者
何

耶
。
L
と
し
て
指
要
砂
が
順

正
理
論
や
顕
宗
論
に
こ
の
両
説
を
説
く
処
が
無

い
と
す
る
の
を
破
し
て

い
る
が
そ
の
通
り
で
あ
る
。
更
に
既
述
せ
し
如
く
、
成
実
論
七
巻
触
品

「
以
三
二
事
和
合
名
レ
触
経

一立
二無
別
義
殉
間
者

以
二六
々
経
榊…難
等
全
是

薩
経
也

」
と
し
て
成
実
論
も
三
和
成
触
論
と
三
和
生
触
論

の
争

い
で

あ
る
と
み
て
い
る

な
お
倶
舎
論
決
択
紗
11
下

(八
+
八
丁
右
)
に
お
い

て
周
海
は
旧
訳
倶
舎
論
で
8
成
触
家
を
有
諸
師
、
生
触
家
を
有
余
師
と

ラ
バ

ニ

な
す
点
に
着
目
し
生
触
家
は
有
部
た
る
事
明
白

と
し
口

「
依
二婆
沙
等

一

タ
リ

ノ

ト

ハ

ス
ル
ヲ

ノ

ヲ

ス

ト

ニ

ノ

カ

見
こ経
薩
二
部
異
説
こ

と
し
日

「宝
師

破
二
光
釈
義
一為
レ
業
然
此
中

ス
ル
コ
ト

ノ

ナ
リ

ル

ノ

ル

依
二用

光
師
釈

一所
三
以

有
二
其
所

拠
也
」

と
光
宝

の

一
致

を
傍
証

ラ
バ

ノ

ニ

ノ

タ
リ

と
す
る
。
次
に
述
記
説
に

つ
い
て
は

依
二
唯
識
経
部
救
一今
此
文
見
ニ

ノ

経
部
異
説

こ

と
し
口
更
に
大
小
乗
論
は
各
々
そ
の
論
に
よ

つ
て
解

釈

さ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
結
論
と
し
て
前
述

の
如
く

世
親
は
触
の

実
有
は
認
め
て
い
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
 口
三
和
生
触
論
と
三
和
成

触
論
の
論
争
に
つ
い
て
は
、

倶
舎
論
の
両
説

は
経
部
と
有
部
の
争
い

で
あ
る
。
口
成
唯
識
論
述
記
に
あ
げ
ら
れ
た
両
説
は
経
部
の
異
師
で
あ

る
。
 日
経
部
の
中
に
お
い
て
も
思
想
的
変
遷
に
よ
つ
て
心
所
、
特
に
触

に
関
す
る
考
え
に
も
発
展
が
あ
り
、

そ
れ
を
唯
識
大
乗
が
継
承
し
変
化

さ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

但
し
後
世
の
演
秘
や
同
学
砂
は
倶
舎
論

の
説
と
述
記
の
説
と
を
混
同
し
て
い
る
。

(五
日
市
高
校
講
師
)
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